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 当工場では、材料費の計算において主要材料の消費量の計算には継続記録法を採用し、補助材料の消費量

の計算には棚卸計算法を採用している。また主要材料では、予定価格を消費単価に用いている。以下の資料

にもとづいて、下記の材料勘定を完成させなさい。なお、〔  〕の中には、以下の中から相手勘定科目と

して適切なものを選んで記入しなさい。 

 

買 入 部 品    仕 掛 品    製造間接費    製   品    売 上 原 価 

 

 （資料） 

      ① 主要材料の予定単価と実際単価 

 Ａ材料 Ｂ材料 Ｃ材料 

予 定 単 価 8,000円 5,000円 2,500円 

実 際 単 価 8,050円 4,970円 2,520円 

      ② 主要材料の月初在庫量、当月購入量、当月消費量、月末在庫量 

 Ａ材料 Ｂ材料 Ｃ材料 

月初在庫量   0個   0個   0個 

当月購入量  200個  500個 1,000個 

当月消費量  175個  380個  800個 

月末在庫量   25個  120個  198個 

      ③ 補助材料当月購入額、月初有高、月末有高 

         当月購入額合計 500,000円  月初有高 100,000円  月末有高 200,000円 

 

 

 

 材     料 （単位：円）  

月 初 有 高 ( ) 当 月 消 費 高  

当 月 仕 入 高 ( ) 〔       〕 ( ) 

  

  製 造 間 接 費 ( ) 

 材料消費価格差異 ( ) 

 月 末 有 高 ( ) 

 ( )  ( ) 
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月初有高  当月消費高 月初有高  当月消費高 月初有高  当月消費高

― 175個×8,000円 ― 380個×5,000円 ― 800個×2,500円

当月仕入高 1,400,000円 当月仕入高 当月仕入高 2,000,000円
200個×8,050円  価格差異 500個×4,970円 1,000個×2,520円  棚卸減耗

8,750円 2,485,000円  月末有高 　2個×2,520円

1,610,000円  月末有高 価格差異 120個×4,970円 5,040円
25個×8,050円 11,400円 596,400円 2,520,000円  価格差異

201,250円 16,000円

 月末有高
198個×2,520円

月初有高 当月消費高 498,960円

100,000円

当月仕入高

月末有高

200,000円

Ａ 材 料

補助材料

400,000円

500,000円

Ｂ 材 料 Ｃ 材 料

1,900,000円

 

 材     料 （単位：円）  

月 初 有 高 (   100,000 ) 当 月 消 費 高  

当 月 仕 入 高 (  7,115,000 ) 〔仕  掛  品〕 (  5,300,000 ) 

  

  製 造 間 接 費 (   405,040 ) 

 材料消費価格差異 (   13,350 ) 

 月 末 有 高 (  1,496,610 ) 

 (  7,215,000 )  (  7,215,000 ) 
    

 

 

【解説】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕 掛 品 ； 主要材料（Ａ材料、Ｂ材料、Ｃ材料）消費高合計 

1,400,000円＋1,900,000円＋2,000,000円＝5,300,000円 

製造間接費 ； 補助材料消費高とＣ材料の棚卸減耗損の合計 

400,000円＋5,040円＝405,040円 

 

 

材料費 第６問 模範解答 


